
１．科目名（単位
数）

地域福祉論　（4単位）
３．科目番号 PSMP2404

２．授業担当教員 蘇 暁娜

４．授業形態 講義、グループディスカッション・作業及び発表 ５．開講学期
春期(池袋)
秋期(池袋)

６．履修条件・
他科目との関係

７．講義概要

本講義では地域福祉の基本的な考え方をはじめ、地域福祉に関わる組織・団体や専門職、住民の主体形成
の概念、福祉行財政の実施体制や福祉計画の意義、包括的支援体制の考え方などについて学ぶ。現代の地域
福祉を取り巻く問題として社会的孤立や 8050 問題、生活困窮者支援、災害時の支援などについても取り扱
う。本科目は社会福祉士および精神保健福祉士受験資格の指定科目である「地域福祉と包括的支援体制」に
対応するものである。

８．学習目標

1. 地域福祉の基本的な考え方（概念と理論、歴史など）、展開、動向について理解できる。
2. 地域福祉における主体と対象を理解し、住民の主体形成の概念を理解できる。
3. 地域福祉を推進するための、福祉行財政の実施体制と果たす役割について理解できる。
4. 地域福祉計画をはじめとした福祉計画の意義・目的および展開を理解できる。
5. 包括的支援体制の考え方と、多職種及び多機関協働の意義と実際について理解できる。
6. 地域生活課題の変化と現状を踏まえ、包括的支援体制における社会福祉士及び精神保健福祉士の役割を

理解できる。
９．アサイメント

（宿題）及びレ
ポート課題

1．講義内容に基づくレポート課題を複数回実施する。
2．課題の詳細は講義内で提示する。

10．教科書・参考
書・教材

【教科書】
一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟 編
『最新　社会福祉士養成講座・精神保健福祉士養成講座６　地域福祉と包括的支援体制』中央法規。
【参考書】
『社会福祉学習双書』編集委員会編『社会福祉学習双書 2021 第 8 巻　地域福祉と包括的支援体制』全国社
会福祉協議会。
東京福祉大学編『新・社会福祉要説』ミネルヴァ書房。
東京福祉大学編『保育児童福祉要説』中央法規。

11．成績評価の規準
と評定の方法

○成績評価の規準
・6つの目標について関心を高め、意欲的に取り組むことができたか。（関心・意欲・態度）
・6つの目標について学習し、理解することができたか。（知識・理解）
・6つの目標について思考し、考察を深めることができたか。（思考・判断・実践）

○評定の方法
1.　受講態度・参加姿勢等　40％（全授業の 3/4以上の出席が必要）

遅刻（10分程度迄）は 3回で 1回休みとなる。
2.　試験及びレポート　60％

12．受講生への
メッセージ

１．この講義では、理論だけでなく実際の事例を交えながら、現場のリアルな課題に触れていきます。受け
身ではなく、自ら考え意見を発信することを大切にしてください。
２．講義の進捗状況・理解度等によって、シラバスの内容が前後する場合があります。

13．オフィスアワー 最初の授業でお知らせします。
14．授業展開及び授業内容
講義日程 授業内容 学習課題

第１回
オリエンテーション（シラバス、講義概要、レポー
トなどについての説明）

事前学習 事前に講義概要について目を通しておく。
事後学習 地域福祉論の狙いについてまとめる。

第２回 地域社会の概念と理論について
事前学習 テキスト pp2-10 を読む。
事後学習 地域のとらえ方について復習。

第３回 地域社会の変化１：世帯の小規模化や貧困問題など
事前学習 テキスト pp11－19 を読む。

事後学習
地域社会の変化と地域の課題と対応策につい
て考える

第４回
地域社会の変化２
多様化・複雑化した地域生活課題について

事前学習 テキスト pp20－30 を読む。
事後学習 地域の生活課題とニーズについて整理する

第５回
地域社会の変化３
地域福祉の概念と社会的孤立について

事前学習 テキスト pp31－36 を読む
事後学習 地域の社会孤立の影響について調べる

第６回
地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制１
地域包括ケアシステム  グループ分け

事前学習 テキスト pp38－43 を読む。
事後学習 講義の内容を振り返り、要点をまとめる

第７回
地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制２
生活困窮者自立支援の考え方

事前学習 テキスト pp44－54 を読む。

事後学習
生活困窮者自立支援制度の概要についてまと
める

第８回
地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制３
包括的支援体制と地域共生社会の実現について

事前学習 テキスト pp55－64 を読む。
事後学習 講義の内容を振り返り、要点をまとめる

第９回
地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制４
包括的支援体制構築に向けた各種施策について

事前学習 テキスト pp65－75 を読む。
事後学習 講義の内容を振り返り、要点をまとめる

第１０回
地域福祉ガバナンスと多機関協働１
地域福祉ガバナンスについて

事前学習 テキスト pp76－82 を読む。
事後学習 ガバナンスの考え方と多機協働の必要性につ



いて重要な点をまとめる。

第１１回
地域福祉ガバナンスと多機関協働２
多機関協働を促進する仕組みについて

事前学習 テキスト pp83－91 を読む。

事後学習
各種相談機関の連携協働の仕組みについてま
とめる

第１２回
地域福祉ガバナンスと多機関協働３
保健・医療・福祉にかかわる多職種連携について

事前学習 テキスト pp92－103 を読む。

事後学習
多職種連携を促進する要因や、コンピテン
シーについてまとめる

第１３回
地域福祉ガバナンスと多機関協働４
福祉以外の分野との機関協働の実際について

事前学習 テキスト pp104―115 を読む。
事後学習 講義の内容を振り返り、要点をまとめる

第１４回
地域福祉の基本的な考え方１
地域福祉の概念・理論、歴史について、地域福祉の
動向

事前学習 テキスト pp116－138 を読む。

事後学習
地域福祉をめぐる理論的な視点を整理し、歴
史についてまとめる

第１５回
地域福祉の基本的な考え方２
地域福祉の推進主体について  プリント資料

事前学習 テキスト pp139－157 を読む。
事後学習 地域福祉の推進主体の種類をまとめる。

第１６回 地域を基盤としたソーシャルワークの展開１
地域を基盤としたソーシャルワークの方法

事前学習 テキスト pp158－167 を読む。

事後学習 コミュニティソーシャルワークとコミュニ
ティワークについて理解する。

第１７回 地域を基盤としたソーシャルワークの展開２
住民の主体形成の意義、方法について プリント資料

事前学習 テキスト pp168－181 を読む。

事後学習 住民の主体形成を援助するソーシャルワーク
の視点と方法を理解する。

第１８回 地域を基盤としたソーシャルワークの展開３
具体的な展開について  プリント資料

事前学習 テキスト p182－197 を読む

事後学習 事例を通して、ソーシャルワークの重要な点
を整理する

第１９回 災害時における総合的かつ包括的な支援体制１
非常時や災害時における法制度について

事前学習 テキスト pp200－218 を読む。
事後学習 講義の内容を振り返り、要点をまとめる。

第２０回
災害時における総合的かつ包括的な支援体制２
非常時や災害時における総合的かつ包括的な支援に
ついて

事前学習 テキスト p219－239 を読む。

事後学習 講義の内容を振り返り、被災者のニーズをま
とめる

第２１回 福祉計画の意義と種類、策定と運用１
福祉計画の定義、歴史的展開について

事前学習 テキスト pp240－247 を読む。
事後学習 福祉計画の種類についてまとめる。

第２２回 福祉計画の意義と種類、策定と運用２
市町村地域福祉計画、都道府県地域福祉支援計画

事前学習 テキスト pp248－258 を読む。

事後学習 地域福祉計画と地域福祉支援計画の違いにつ
いて復習。

第２３回 福祉計画の意義と種類、策定と運用３
福祉計画の策定過程と方法について

事前学習 テキスト p259－267 を読む。

事後学習 福祉計画の策定過程と特徴についてまとめ
る。

第２４回 福祉計画の意義と種類、策定と運用４
福祉計画におけるニーズ把握について

事前学習 テキスト pp268－275 を読む。
事後学習 ニーズ把握の方法・技術についてまとめる。

第２５回 福祉計画の意義と種類、策定と運用５
福祉計画のおける評価について

事前学習 テキスト pp276－285 を読む。

事後学習 評価の方法・技術について、留意点等をまと
める。

第２６回 福祉行財政システム１
国・都道府県・市町村の役割について

事前学習 テキスト p285－300 を読む。

事後学習 国、都道府県、市町村の役割の違いをまとめ
る。

第２８回 福祉行財政システム３
福祉行政の組織および専門職の役割について

事前学習 テキスト pp301－311 を読む。

事後学習 福祉行政の専門機関、専門職についてまとめ
る。

第２９回 福祉行財政システム４
福祉のおける財源について

事前学習 テキスト pp312－323 を読む。

事後学習 国、都道府県、市町村、民間の財源について
整理する

第３０回 全体のまとめ
事前学習 これまでの授業内容を整理する。
事後学習 重要事項をまとめ、理解を深める。


